
    重症心身障害児者施設におけるAMR対策   

     ～薬剤耐性菌を拡げない、つくらないために～

東京都立府中療育センター ICT・AST 

１ 活動概要 
 当施設の利用者はADL全介助で、呼吸・嚥下・排泄機能障害の合併が多い。生活
の場であり、耐性菌保菌者の隔離や活動制限はQOLの低下につながる。これらの特
徴を踏まえ、薬剤耐性菌を拡げない対策（利用者に接する全職種が共通の認
識・知識を持ち、他施設と耐性菌情報を共有することにより、適切な感染予防を
行う）、つくらない対策(抗菌薬適正使用に関する知識を深め、適正な使用がで
きるようにする）を行っている。 

  ２ 活動内容 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

（１）抗菌薬適正使用支援チーム（AST） 

  ・ASTラウンド 

  ・連携病院感染症科（都立小児総合医療 

  センター）へのコンサルト体制構築 
 

（２）医師向け講習会  抗菌薬適正使用について 

（２）院内感染マニュアルの作成 
  生活の場面での実践的なマニュアル 

（３）日常ケア時のバンドル策定 
  おむつ交換、入浴介助、経管栄養、 

  カニューレ交換等、全8項目 

（１）施設内の情報共有 

 ・接触予防策の表示 

  「にこちゃん」 
   離床時にも接触予防策の必要 

  性がわかるために、車いすに表示 
 

 ・感染防止対策評価表  
  必要な医療ケア、デバイス等個別 

  性が高いため、全ての介助者が 

  適切な対策をとれるよう具体策を 

  評価し、看護カルテで閲覧(右表） 
 

 ・耐性菌保菌情報リスト   
  施設内の耐性菌保菌者 
 

 ・ICTニュースレター   
   アンチバイオグラム、耐性菌 

    検出状況、市中感染情報等 

    を毎月発信 

（４）他施設との情報共有   
  短期利用者の主治医に、保菌状況の 

   提供を依頼 

 耐性菌を拡げない対策 

 耐性菌をつくらない対策 


